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校長室だより           
                               第８号（番外編） 

2025 年１2 月２３日 

 北海道立農業大学校校長の下堀（しもほり）です。いつも、道立農大のホームページをご

覧いただき、ありがとうございます。 

 今回は、「開拓の苦労から現代を考える」と題して、北海道農業を築き上げた先人の開拓の様

子をお伝えし、現代の私たちはどう生きるべきかを考えていきたいと思います。 

 先人の御苦労に思いをはせ、豊かな食生活と現代文明のありがたさをかみしめて、年末年

始を迎えませんか？ 

 

開拓の苦労から現代を考える 
はじめに 
 私はこれまで長年北海道庁農政部に所属し、北海道の農業・

農村の振興に従事しております。さらに実家が開拓農家であ

り、歴史の本を読むのが好きなものですから、いつしか北海道

の開拓の歴史にも興味を持つようになりました。 

 

 休日には農村にある開拓記念碑を訪ねることが趣味になり

ました。開拓の石碑等を訪ねるうちに当時の人々の様子を知り

たくなり、本別町誌など様々な歴史書を読むと、当時の開拓者

は、現代の私たちでは考えられない壮絶な労働に従事し、過酷

な暮らしをしていたことがわかりました。 

 

 この稿では、明治時代の開拓、特に本別町の開拓の様子につ

いて、できるだけわかりやすくリアルにお伝えし、そして現代

文明のあり方を考えていきたいと思います。 

 

隔世の感 
 北海道は開拓の歴史であり、入植者の苦闘の歴史であります。ここ本別町も開拓以前は鬱

蒼たる森が広がっていました。本別町の開拓が始まったのは、たった 130 年ほど前の明治

30 年頃です（※１・２・３）。私の年代では、曾祖父か又はそのお父さん、今から 4 世代

か 5 世代前に本別町の開拓がはじまりました。 

  

 現代の十勝地方では、広大な農地で大型トラク

タが動き回り、収穫された農畜産物が集出荷施設、

食品工場に集められ、農畜産物や加工品が日本全

国そして世界に向かって売られています。そして

基幹産業である「農業」を核に、食品加工業や生産

資材メーカー、農機メーカーなど関連産業も発達

し、日本有数の農業王国となっています。 

今回参考にした記念誌等 

道立農大の大型機械と作業風景 
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 十勝に暮らす人々は、基幹産業の農業に

大きな誇りを持ち、そして、遠くに日高山脈

を望む美しい農村風景を愛しているのでは

ないでしょうか。 

 

 生活面では、自動車などで札幌などにも

簡単に行け、さらには飛行機で東京のみな

らず世界にも簡単に行けるようになりまし

た。そして、スーパーやコンビニには食べ物

とモノが溢れ、インターネットでポチッと

するだけで宅配業者が何でも届けてくれ、

家で映画も見られるようになりました。そ

してスマートフォンで世界中の人々とつながり、様々な情報を簡単に入手できる便利な世の

中になりました。 

 

 しかし、開拓以前の北海道には農業の「の」の字、文明の「ぶ」の字もなく、ただ広大な

大自然が広がるのみでした。入植した人々は、人力で北海道の大自然に立ち向かい、今日の

農村の繁栄の礎を築きました。人類が生まれて数 10 万年のうち、開拓が始まってからたっ

た 100 年あまりの間に、私たちの労働や暮らしはとても大きく変わりました。 

 

入植者の覚悟 
 本別町の開拓は、明治 30 年頃から勇足と仙美里地区での大規模な集団入植から始まりま

した。当時どこからどのような人々が北海道にやってきたのでしょうか。出身県は、徳島県

や福井県、宮城県、岐阜県などが多いようですが、全国の様々な地域から入植しました。入

植者の多くは内地で農地を持てない次男・三男など様々な事情を抱えていた人々でした。そ

うした人々は、開墾すればタダでもらえる五町歩の土地を目当てに北海道にやってきました

（※１・２・３）。 

 

 内地の人々の北海道に対する印象は、どのようなものだったのでしょうか。北海道は江戸

時代までは蝦夷地（「異民族が住む地」の意味）と呼ばれ、松浦武四郎などの冒険家が行く

ような地でした。極寒で羆や狼などの猛獣が住む北辺の地として伝えられていました。 

 

 一方、入植者の故郷である内地は蝦夷地よりはるかに暖かく水稲も育ち、人口も多く農村

コミュニティも確立されていました。そして、東京などの都会では文明開化で文明の利器（

電気や鉄道等）の導入が進められ、北海道と内地は今以上に大きな隔たりがありました。 

 

 現在のように携帯電話もない時代です。一端、北海道に来てしまえば、家族や親類、故郷

の人々とはもう会うことができません。入植者はそれまでの人生と故郷を全て投げ打って北

海道に向かいました。 

  

芽室町の小麦畑から望む日高山脈 
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入植までの道のり 
 内地から北海道まで来るのも、とてつもなく長い旅でした。現代のように鉄道や飛行機、

自動車があるわけでなく、青森から函館、函館から豊頃町大津までをほとんどを船で移動し

ました。そして、大津からは十勝川、利別川を遡る旅。河川敷を歩き、何週間もかけて本別

町に辿り着いたようです（※７）。 

 

 辿り着いた入植者達は、陸の孤島に置かれたという感覚ではなかったでしょうか。朝日放

送のテレビ番組「ポツンと一軒家」に出てくる山の中の一軒家に行くよりも遠く、自然に囲

まれた寂しいところでした。到着しても、携帯電話のような内地の家族に安着を知らせる手

段もありませんでした。 

 

 当時、海沿いの広尾や大津が栄えていました。港があり、和人とアイヌの方々との交易で

賑わっていたようです。内陸の開拓者は、大きな買い物をする際は、歩いて大津まで出かけ

ました。数日かけて泊まりがけでの旅でした。帯広を開拓した晩成社の渡辺カネの生涯を描

いた小説「チーム・オベリベリ」（※６）では、大津からオベリベリ（帯広）までは丸木舟

で 3 日かかったとされています。しかも、転覆して亡くなる人もいたとのこと。現在、帯広

から大津までは、車で 1 時間ほどですが、当時は時間がかかりそして危険でした。 

 

掘立（ほったて）小屋 
 開拓地に入った入植者は、まず川沿いに簡単な小屋、いわゆる「掘立小屋」を建て、住ま

いとしました。現代のような断熱材や建材、コンクリートの基礎はなく、手頃な太さの木を

そのまま組み立て、草原のヨシや茅を編んで壁にし、屋根は笹の葉や白樺の樹皮を利用し、

入り口はムシロを垂らして玄関にしたそうです（※４）。 

 

 素人が建てた掘っ立て小屋は、隙間だらけで、月夜では星が見えて、玄関のムシロの向こ

うにはキツネが挨拶に来たのが見えたそうです。冬は朝起きたら、布団に雪が積もり、布団

がカチンカチンに凍っていたという逸話もあります（※４）。開拓者たちは厳冬の中、今で

は考えられない粗末な家で冬を乗り越えました。当時の人々の頑健さには驚くばかりです。 

 

 よく考えるとまさか柱だけの掘立小屋で暮らせるわけがないと考え、「目で見る帯広・十

勝の 100 年」（※９）という資料を調べましたら、下記のとおり草小屋の住宅が一般的だっ

たようです。それでも、現代の住宅に比べれば、厳しい住環境だったと推察されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

池田町利別太の農家住宅（明治 29 年）（※９） 
掘立小屋（※４） 
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食べ物 
 開拓地に入った人々は何を食べていたのでしょうか。入植当初は「主食のためにソバとバ

カ豆（現在のインゲン豆）を作り、はじめて収穫するまでの主食はフキと内地から持ってき

た餅で食いつないだ」とのことです（※４）。 

 

 大正時代でも現代と比べると貧しい食生活だったようです。大正時代に子供だった方のお

話では「稲キビと麦と豆の三穀飯で、米のご飯は食べられませんでした。いつもお腹が空く

ので、鍋に炊いてあるカボチャと芋をつまんでは食べていました」（※４）とのことです。 

 

 六花亭さんの「ひとつ鍋」という銘菓があります。この名称は十勝開拓の祖・依田勉三翁

が詠んだ句「開墾のはじめは豚とひとつ鍋」に由来するものですが、豚の餌を作るための鍋

で煮込んでいる屑じゃがいもやかぼちゃ、ほっちゃれ（鮮度が落ちた鮭）などを酒のつまみ

代わりに食べていた逸話が「チーム・オベリベリ」で語られています（※６）。 

 

 食べ物は雑穀だけなのでしょうか。大自然が豊かな本別町では川魚など自然の恵みを副食

にしていました。同じく大正時代に子供時代を過ごした方のお話を紹介します。「副食は川

魚です。放し飼いの鶏がいて卵もとれました。味噌も作って、味噌のうわ水を醤油代わりに

し、豆腐も自分たちで作り、冬の間は凍らせて夏の間は干して食べました。それを味噌汁に

入れると美味しいんです」（※４）とのこと。 

 

 当時は、街で買い出しすることなく（※４）、完全な自給自足の生活でした。そして、現

代のようにバラエティのある食生活は皆無で、食材がなくなったらスーパーに行って購入す

るなんてできません。自給自足なので、自分で作る農産物と自然の恵みの動植物から得るし

かなかったのです。 

 

開墾 
 開墾のためにはまず木を取り除くことが必要でした。開拓初期の頃は全て手作業だったそ

うですから驚きです。そして木を伐採した後も、木の根株が残っており、窓鍬や平鍬で手起

こしなければならず、入植者は、手にマメを作り額に汗をしながら黙々と鍬を振るったそう

です（※１・２）。 

 

 現在のようにブルドーザーやバックホーなどの重機もなく、数多くの人数をかけて手作業

で開墾作業がなされました。開墾は、夏の暑いとき

はヤブ蚊などの虫に苦しみ、冬の間も厳寒の中で続

けられ、自然や気象との戦いでもありました。 

 

 馬による開墾はしばらく経ってからのようであ

り、当初は馬や馬耕機械に触れるのも初めてで、大

変な苦労をしながら開墾に従事しました（※３）。馬

に慣れていない農家は、馬の売り買いを仲介する馬

喰（ばくろう）に騙されて、おとなしい馬（老齢馬

・病弱馬）とばくって（交換して）しまった人も多

かったそうです(※５)。 
人力による開墾の様子（※２） 



5 

 

農法 
 入植当初は、稲キビ、はだか麦、トウモロコシ、ソバなどを耕作するのが一般的で、春の

雪解け後、鍬で土を起こし、あぜを切って播種するだけの簡単な農法でした。開拓地は河川

沿いの平坦な沖積地帯が多かったため、無肥料でも相当の収穫を上げることができたそうで

すが、連作のため地力が消耗して減収し、そこを捨て他に土地を求めて移動する人や郷里に

引き上げる人も数多くいたようで

す（※３）。 

 

 開拓当初の農法は、一方的に地力

を収奪するものだったので、明治

42 年より、北海道庁は地力向上の

観点から有畜農業を奨励し始めま

した。現代のように、輪作による土

作りや牛の導入は入植から大分経

ってからだったようです（※３）。 

 

数々の苦難 
 開墾で苦労していた入植者にさらに苦難が襲いかかります。春の遅霜、夏の長雨、降雹、

秋の降雪などは頻繁に起こり、作物に大きな被害を与え、時には収穫が一切無かったことも

数多くあったようです。そして大洪水も頻発し、川沿いに入植した開拓民の数多くの家屋が

流され、畑も浸水し作物も浸水するなど大きな被害を受けました（※２）。 

 

 そして、気象だけではなく蛾や野ネズミの大発生による収穫減、さらに金融恐慌で農産物

価格が下落し、入植者の苦悩はピークに達しました（※２）。 

 

 現代であれば、農薬や化学肥料、プラスチックマルチなど便利な生産資材があり、ダムや

堤防などの施設が数多く作られていますが、当時はそのようなものは一切なく、大自然の試

練に立ち向かい、受け入れるしかなかったのです。 

 

幸せの考え方 
 明治以降の開拓者は、想像を超える厳しい仕事と生活をしていました。それでは、現代の

私たちと当時の人々、どちらが幸せだったのでしょうか。 

 

 便利な現代の方が幸せだと考える人は多いかもしれません。しかし、私はそうは思いませ

ん。なぜなら、現代人は便利さと引き換えに、「心の豊かさ」「人間らしさ」「自然とのつな

がり」という、幸せに欠かせないものを失いつつあると考えるからです。 

 

 モノが溢れ生活は便利になりましたが、仕事と時間に追われ、孤独を感じる人が増えてい

るなど、私達現代人は、便利さの裏でどこか満たされていないと感じませんか。 

 

 一方、入植当時の人々は不便な暮らしでしたが、厳しい環境の中にも、自然の恵みに感動

し、仲間と助け合い子どもの成長を喜び合う「豊かな心」を持っていました。 

 

忠類村新生地区の馬耕風景（大正 14 年頃）（※９） 
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 私たちは文明の利便性を否定する必要はありません。しかし、開拓者のように自然と向き

合っていくことが大切ではないでしょうか。その一つの生き方が自然とともに営む「農業」

だと考えます。 

 

さいごに 
 開拓当時の様子をわかりやすく述べるつもりでしたが、現代文明の批判にまで発展してし

まい申し訳ありません。しかし、この稿を綴っていうちに、現代文明の矛盾を解決するヒン

トが、北海道開拓の人々の暮らしにあることに気付きました。 

 

 私達は、開拓者である先人が残した大いなる遺産での農業・農村を次世代に引き継いでい

かなければなりません。そのためには、農業に携わる人をもっと増やすことが必要です。 

 

 道立農業大学校では、北海道の農業・農村で働く即戦力の人材を育成するための教育に取

り組んでいます。農業を志す方は、是非道立農業大学校の入校を御検討ください。 
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